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研究成果の概要 
 約 20 万年前ないしそれ以前のアフリカ大陸で誕生したホモ・サピエンス（新人）は、10～5 万
年前頃以降、ユーラシア各地へと拡散し、先住者たる旧人たちと「交替」した。その内実を探る
研究は、従来、ヨーロッパを中心に、また主として生物学的観点からすすめられてきた。これに
対し、本研究では、不明の点が多いアジアをフィールドとして文化史的観点から実態解明に取り
組んだ。すなわち、アジアに展開して先住集団に対峙した新人が各地でどのように後代につなが
る文化を形成したかを実証し、その多様性が生じた要因を理論的に研究した。 
 主たる成果は次のとおりである。(1)アジア各地での広範な現地調査、既知データの検討等を
通じて、アジアの新人文化形成プロセスはヨーロッパと異なり著しい地域性をもつことを明らか
にした。(2)こうした多様性を理論的に説明するため、過去そして現在の文化を定量化し、数理モ
デルで説明できるような体制を整え、実践してみせた。(3)その成果を統合し解釈した結果、新人
文化形成プロセスの多様性は対峙集団の文化・技術伝統、地域の生態環境によって大きく規定さ
れているという「文化生態分布拡散モデル」を提出することができた。これは、新人の拡散がそ
の認知能力に規定されていたという一般に流布する生物学的説明に一石を投じるものである。
(4)これらの成果は、人文科学と異分野（特に数理科学）の融合という、当初目的とした新学術領
域の創出において著しい貢献をなした。さらに、共同野外調査や英文での成果発信（国際会議、
論文、書籍等）を積極的に実施したことにより、日本の人文学分野における国際的な研究ネット
ワーク強化にも顕著な寄与をなしたと考える。 
 
研究分野：考古学、先史人類学、文化人類学、環境科学、現象数理学 
 
キーワード：ホモ・サピエンス、旧石器時代、新人旧人交替劇、考古人類学、数理人口モデル 

 

１．研究開始当初の背景 

 近年の急速な人類学的研究の進展により、解剖学的な新人、すなわち我々ホモ・サピエンスは

20万年以上も前のアフリカ大陸で誕生したことが判明した。そして、新人は10～5万年前以降に

はユーラシア各地へ拡散を開始し、先住者たる旧人たちと交替し現在にいたったとされる。 

 これは生物学的な新人の起源に関する説明である。では、新人「文化」の起源はどうなのか。

研究蓄積が豊富なヨーロッパでは、アフリカからの拡散起点となった西アジア起源の文化が拡

がったことが判明しているが、広大なアジア大陸における実態は謎につつまれている。断片的研

究によれば、新人拡散期にあっても、なお旧来の文化が継続した例が中央アジア以東各地、特に、

中国南部や東南アジアなどで繰り返し指摘されている。新たなヒト集団が拡散したはずなのに、

なぜ、文化が変化しない（ように見える）地域があるのか。このパラドックスは、ヨーロッパ偏

重の新人拡散研究においては全く説明されていない。単純な回答は集団間に交雑・交流があった

というものであろう。しかし、なぜ一部では一気に文化が交替し、一部地域では交流がより進ん

だのかを説明する必要がある。そのメカニズムの解明は未着手であった。 

 

２．研究の目的 
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 本研究は、絶滅人類が生息していたアジア（パレオアジア）に新人が拡散した際に生じた文化

の交替劇の実態、メカニズムをあきらかにすることを目的とする。すなわちアジアの新人文化形

成プロセスの地理的変異や特質を実証的、理論的に明らかにし、もって、生物学、ヨーロッパ中

心の研究動向に新知見を提示し、より総合的な人類史理解に寄与する。 

 特に注目するのは、アジアでは新人･旧人の生物学的な交替と文化の交替との間で進展速度や

交雑交流の程度などに、ヨーロッパではみられない多様なパタンがあった可能性である。新人が

進出していたはずなのに石器文化が交替したようには見えない地域すら認められる。そうした実

態をアジア各地の広域的比較研究をとおして定め、その意味を論じたい。意味を論じるにあたっ

ては、厳密な数理学的研究を導入し、人文学と数学が融合した新学術領域の創出をめざす。 

 
３．研究の方法 
 物的証拠に基づいてアジアにおける新人の拡散と文化形成過程の具体像を調べる項目 A と、
そこで明らかになった多様性が生じた背景を理論的に説明する項目 Bで構成する（下図左）。   
 項目 Aにおいては、新人が各地に出現・定着し、旧人が絶滅した時期や経緯を考古学的・人類
学的証拠を用いて定義し（A01）、新人の定着と新人文化形成プロセスの地理的変異を明らかにし
（A02）、そうした変異が特定の環境条件と相関して形成された可能性を解析する（A03）。これら
の研究のためアジア各地で組織的な共同野外調査、文献調査を実施する。項目 B では、それら実
証的記録で定義される「交替劇」の多様性を現代における文化人類学的理論と民族誌データから
説明できないか（B01）、現象数理学的モデルで説明できないか検証し（B02）、アジア新人文化形
成プロセスの特質を解明する。 
 項目間、計画研究間では具体的な共同研究テーマを定め、領域目的に資する融合研究を広範に
すすめる（下図右）。 

 
４．研究の成果 
 成果は多岐にわたるが、領域全体の成果に関わる点についてのみ述べる。 
 
(1)アジア新人文化形成プロセスの多様性を実証した 

 アジアにおける新人
文化形成の多様性を同
定するには、まず、関係
する考古遺跡・文化を
時間的、空間的に位置
づける必要がある。そ
のため、本研究では既
知の遺跡データの網羅
的収集、不足ないしカ
ギ地域における野外調
査を積極的に実施した。 
 既存資料の整理にあ
たっては、新人拡散期
の考古学的遺跡で見つ
かった物的証拠を地球
規模でリストアップし、
関係する新人・旧人遺
跡（約 20〜2 万年前）の
包括的データベース

PaleoAsia DB を構築した（上図）。遺跡総数 3391、文化層数 7547、項目数延べ 72 にのぼる世界
初の大規模旧石器遺跡データベースである。また、各計画研究、公募研究らが各地で展開した新
たな野外調査、既知資料の再調査、再年代測定などにより、文献情報が不十分な地域についてオ
リジナルなデータを入手することができた。 
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 これらの研究の結果、アジア各地の新人文化形成プロセスには著しい地域性が存在したこと
が明らかになった。つまり、ヨーロッパと同じく新人の拡散とともに新人文化が拡散したとみな
される地域が主としてヒマラヤ以北にみられる一方、そのようなヒトと文化の対応が見いだし
がたい地域がヒマラヤ以南に展開していることが浮き彫りになった。さらに、文化形成プロセス
には東西に時代を問わず一貫した違いがあることも認められた。このことは、ヒト集団の違いの
みならず生態学的な条件に最大限の配慮をする必要性を示している。詳細は国際書籍、雑誌論文
等で発表した（Nishiaki & Akazawa 2018; Nishiaki & Kadowaki 2021; Ono & Pawlik 2020 等）。 

 
(2)文化を定量化する手法を提案し実践した 
 文化形成プロセスを異分野間で同じ基準で比較考察するには、まず、個々の文化を定量化する
必要があると考えた。そのため、考古学的文化については出土した個々の石器群について25の技
術モードの有無を0-1ベクトルで記録し、上述のPaleoAsiaDBに登載することとした。これにより、
例えば、新人の拡散前、拡散期、拡散直後で各地の石器文化がどのように変化したかを統計的に
解析することが可能になった。これにより東西、南北に応じた文化形成パタンの地理的クライン
の存在や、担い手にかかわらず共通した文化的特徴が維持される地域があることなど興味深い
事象をあきらかにすることができた。成果は、国際誌に発表した（下図は新人文化拡散期4万5千
〜4万年前におけるアジア諸遺跡の石器文化定量化結果を示す；Nishiaki et al. 2021）。 

 また、文化人類学で発表されている東南アジア・オセアニア、北米先住民の民族誌のデータベ
ース、さらには、L.ビンフォードが発表した世界狩猟採集民データベース（Binford 2019, Univ. 

California Press）等を統計的に解析し、一定の環境条件のもとでどのような生業が採用されてい
たかの数理学
的予測分析を
おこなったと
ころ、考古学
的データと類
似した地図が
描けることが
判明した（左
図）。この結果
はヒト集団の
違いにかかわ
らず狩猟採集
民の生態には
共通性がある
ことを強く示
唆することと
なった。 

 

(3)新人文化形成プロセスの多様性を説明する理論モデル 
 上記であきらかになった新人文化形成の多様性を説明する理論モデルを構築した。生物学的
な反応拡散モデルを援用して検討したところ、新人の先住人類集団生息域への分布拡大は、生物
的・文化的に単一の進入波として起こるのではなく、第 1 波と第 2 波が存在するとみるのが妥当
との結論が得られた。第 1 波は先住集団が利用していなかった生態学的なニッチへの侵入、第 2

波は先住集団が利用していた領域へも文化･技術を駆使して侵入していくプロセスである。こう
した先住集団との生態的競争、および文化獲得による環境収容力の増大の 2 つの要素を取り込
んだ新人の分布拡大モデル（二重波モデル）を構築・解析したところ、それは、西アジアからヨ
ーロッパへの新人拡散の考古学的知見をよく説明することが明らかとなった  (Wakano et al. 

2018)。さらに、アジアで得られた多様なフィールドデータに基づいて新人文化が複数地域で起
源した可能性を取り込むことで、アジア新人文化形成プロセスを記述する新たなモデルを開発
した（生態文化分布拡散モデル）。この新モデルは生物学、生態学の数学的理論を考古学が明ら
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かにしたアジア各地の固有の適応（森林、海洋開発など）に照らして完成させたものであり（下
図; Wakano & Kadowaki 2021）、本領域の融合的研究をよく示す成果である。 

 生態学的侵入と文化的侵入という二重波は、現生民族誌においても観察できる。上記のモデル
を検証すべく、文化人類学の証拠を考古学的観点から検討した。異集団が侵入した際にどのよう
な文化進化が生じるかは、両者の生業・文化伝統などの条件に応じて変異する（例：狩猟採集民
どうし、狩猟採集民と農耕牧畜民、さらには狩猟採集民と都市社会民の接触など）。新人旧人接
触期と直接対比出来る事例が現生民族誌で得られないことは明白であるが、旧人世界に新人集
団が進出した際に生じる文化進化を解釈する際のアナロジーとして大いに利用すべきである。
その検討結果は、英文書籍として刊行した（Ikeya & Nishiaki 2021）。 

 

(4)アジア野外調査国際ネットワークの形成 
 本領域はアジアに
おける旧石器時代の
新人文化形成プロセ
スの解明を目指した。
対象も地域について
の関心も国際的であ
るから、活動は国際
性を帯びる。成果の
発信も国際的である
べきであると心得て
取り組んだ。 
 実際、アジア各地
における野外調査を
奨励し、オリジナル
な研究標本を収集す
ることにつとめた。
その結果、新人のア
ジア拡散にかかわる
要地における考古学
的、人類学的、古環境
データを収集するこ

とができた。これほどの地域から得られた学術データや実物標本が日本に蓄積されたことは、か
つてないことであり、それ自体、大きな学術的成果である。同時に、現地研究者とのネットワー
ク（調書にかかげた PaleoAsiaNetwork）が形成されたことを意味する。 

 

 上に述べたように、当初、掲げた二つの大きな目標、すなわちパレオアジア文化史学の構築を
通じた人文科学と数学の融合による新学術領域の創成、日本の人文科学の国際的プレゼンス向
上、その両者について所期の成果をあげたものと自己評価する。 

新人の拡散ルート（推定）と本領域が実施した主な現地調査箇所 
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